
環境問題とわたしたちの責任

　公害とは、企業活動などにより、環境が破壊され、人の健康や生活環境に被害が生じることをいいます。大気
汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、悪臭、地盤沈下が典型７公害と呼ばれています。日本経済は、1965
年～ 1973 年の第１次石油危機（オイルショック）まで、高度経済成長を続けました。この時期、企業はおもに
経済性を追求するあまり、４大公害病として知られている、イタイイタイ病、水俣病、第二水俣病、四日市ぜん
そくなどをはじめとして、多くのさまざまな公害が国内各地の工場で顕在化し、深刻さを増していきました。こ
うした時期は1980年代まで続きました。

◆「環境」という言葉は公害問題（工場）がきっかけ

　わたしたちは、現在多くの環境問題に直面しています。さまざまなごみにかかわる問題、少なくなりつつある
地球資源、深刻化しつつある気候変動（地球温暖化）、失われていく生物多様性などです。またこうした問題か
ら派生する、命にかかわる住や食、水や資源、防災などの問題も生じています。わたしたちはこうした環境問題
にどう向き合ったらよいでしょうか。国内において環境問題が生じた歴史を振り返り、考えてみましょう。

　江戸時代の環境問題といえば、ごみ問題です。ごみといってもわたしたちが今ごみとして排出している食品容
器やビニール袋などのプラスチック類、ガラス類などではなく、家庭から出る生ごみと、かまどなどから出る灰
がほとんどでした。
　生ごみはもともと家の周りの空き地や畑などに捨てられていましたが、家々が密集し空地がなくなってくると
衛生上の問題が出てきたため、公設のごみ捨て場を市街地のほかに10か所以上指定してごみを集中的に埋立て
るようになりました。ごみは請負人（行政）によって収集・運搬・処理されました。かまどなどから出る灰は、
灰買いという回収の専門業者がおり、おもに近隣の農家に買われ、肥料として使用されました。
　紙類や金属類、陶磁器類がごみとして排出されることはほとんどありませんでした。なぜなら、紙類や金属類

◆江戸時代は循環型社会だった

は、古物商による取引ルートが形成されていたから
です。たとえば、紙類は、紙屑買いや紙屑拾いなど
の回収専門業者がおり、紙すき業者が再利用してい
ました。また、壊れた陶磁器は瀬戸物の焼き継ぎと
いう専門業者が再生・修理し、ほとんどが再使用さ
れていました。し尿の処理・処分も大きな問題でし
たが、当時は各家庭に肥だめがあり、肥料として自
家消費または、農家が買い取ったり、行政によって
農地に還元されていたようです。
　江戸時代は、リサイクル・リユースとともに、リデュースも行われていた循環型社会だったのです。

　「産業発展のためとはいえ、公害は絶対に許せない」とする国民世論が急激な高
まりを見せ、公害対策が総合的に進められることとなり、とくに企業は公害対策が
強く望まれるようになりました。
　環境問題は、加害者と被害者が不明確であり、問題は地球全体に生じます。一方、
公害問題は、加害者と被害者が明らかである、問題が生じたところは特定の地域に
限定される、という点で環境問題とは異なります。日本では公害問題が起こって初
めて、「環境」という言葉が使われるようになり、環境に対する意識が高まりました。
環境問題が顕在化したのは、1990年代に入ってからで、1993年にやっと「環境基
本法」が制定され、環境の保全に関する法律が整備されました。

わがまちの環境を考える

出典：環境省
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　1955 年～ 1970 年の高度経済成長期と、それに続く 1986 年～ 1990 年の安定経済成長期（平成景気、バブル
経済）を経て、高い経済成長率が維持され、国民の一世帯当たりの平均 1か月の実収入は、高度経済成長期の始
まる 1955 年に比べ、安定経済成長期の終了する 1990 年には、実に 10 倍以上に急増しました（出典：統計局）。
国民は豊かになり、生活スタイルも大きく変化しました。三種の神器と呼ばれた白黒テレビ・冷蔵庫・洗濯機を
はじめ、カラーテレビ、クーラー、自家用車が新三種の神器（３Ｃ）と呼ばれ、豊かさや憧れの象徴として、新

◆環境問題は、次第に工場から家庭へ

　残念ながら、現在でも多くのかたが環境破壊に対して「環境と経済との健全
な調和を図る」「個人の生活を侵害するような環境保護はごめんだ」「人間の生
活が制約されない程度に環境の保全を進める」といったような考え方を持って
いるようです。
　前述のとおり、環境問題においてわたしたちは被害者であるとともに、加害
者でもあります。この加害者であるという自覚を持ち、次世代に負の遺産を引
き継がないという責任と覚悟を持たない限り、環境問題の解決に向けた正しい

◆わたしたちの責任と覚悟　～持続可能な地域づくりを目指して～

しさや快適さ、利便性を追求する生活観が次第に育っていき
ました。こうして、日本は、大量に生産・消費・廃棄する、「モ
ノ」があふれる社会となっていきました。
　こうした過度な物質的豊かさの陰で、地球環境の破壊や資源
の消費が進みました。右のグラフはその一例で、高度経済成
長期から平成期に至る家庭用電力の推移を示します。このグ
ラフを見ると、家庭用電力（縦軸）は、豊かさとともに飛躍
的に伸びているのがわかります。電力のほとんどは化石燃料
からつくられるため、使用することで二酸化炭素を大気に排出
することになり、気候変動（温暖化）の原因を作り出しました。
ごみや生物多様性の喪失の問題も、同じように物質的豊かさと
引き換えに顕著となりました。こうして、環境問題の発生源は、
公害時代の工場から次第に家庭に移りました。

アプローチは見い出されません。わたしたちが目指す「環境にやさしい持続可能な社会」を実現するには、市民の
皆さん一人ひとりが日常生活の中で行う地球環境の保護の必要性を正しく認識し、持続的に行動することが大きな
力になるのです。ぜひご家族や職場でこのことについて話し合ってみてください。
　この「わがまちの環境を考える」では、これまで隔月で 18 回にわたり、「家庭ごみの減量化と紙ごみの分別」「エ
コドライブ」「節水」「自然体験を通じた環境学習」「節電」「リサイクル」「スギ林の保育」「住宅の断熱化」「家庭
における省エネ」「食の地産地消」「カーシェアリング」「生物多様性とイノシシ対策」「自転車の利用」「不法投棄
の根絶」などの環境課題を取り上げ、地域データを用いてそれらの必要性を説明してきました。それらをもう一度
通して見ていただき、まずはできることから、家庭であるいは事業所でその中のどれか一つを取り上げてみてくだ
さい。一人ひとりの取り組みは小さくとも、大勢が参加し積み上げれば大きな取り組みになります。
　一方、現在わたしたちが直面している環境問題に対する対策は、かなり厳しい状況にあります。たとえば、気候
変動（地球温暖化）では、COP21で掲げた「2100年に地球表面の平均気温を産業革命時に比べ２℃以内に抑える」
という目標の達成は、現状では難しい状況です。その達成には、削減効果の大きな対策を進めなければなりません。
「住宅の断熱化」｢再生可能エネルギーの地産地消｣ ｢スローフード（食の地産地消）」などがそうした対策に当たり
ます。こうした取り組みは、最近ほかの市町村で始まっています。那珂市でも、こうした取り組みをどのように取
り入れていくかを市民と行政で議論していく必要があります。　　執筆：環境省　環境カウンセラー　勝井　明憲

資料：�内閣府「国民経済計算年報」、㈶日本エネルギー
経済研究所「エネルギー・経済統計要覧」、資源
エネルギー庁「総合エネルギー統計」
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